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■森をつくる農業「アグロフォレストリー」とは 

 アグロフォレストリーは農作物と樹木を混植する農法で、世界各地でさまざまな実践例がありま

す。当社のサプライヤーである CAMTAが取り組むアグロフォレストリーは、アマゾンの荒廃地に

多様な果樹や材木の苗や単年作物を植えていきます。1年目から継続的に収穫を得られることが特

長で、果樹栽培をしながら樹木を育て森林を再生していきます。 

従来の単一栽培ではできなかった持続的な生産が可能となり、森をつくるだけでなく、雇用を生

み、地域の発展にも寄与するなど、社会・経済・環境の側面からメリットがあるサステナブルな農

法として世界中から注目されています。 

荒廃地 １年目 ５～10 年目～ ２０年目～ 

    

 

 

■アグロフォレストリーの CO2削減効果 

 下図は原生林を伐採した後に単一栽培を行い、アグロフォレストリー農法を行った際のバイオ

マス量※の変化をイメージしたものです。伐採によりバイオマス量が急減し、単一栽培によって土

壌養分が枯渇し荒廃地化しますが、アグロフォレストリーに変換後は樹木の成長と共に CO2を吸

収・固定していきます。農業という経済活動を行いながら森林を回復させる希少なモデルです。 

※生物資源（bio）の量（mass）を表す概念で、「再生可能な、生物由来の有機性資源で化石資源を除いたもの」。 
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